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3‐2強震動予測

業務の目的
サブテーマ（2）で構築された沿岸地域の断層形状モデルにもと

づいて、強震動予測のための震源断層モデルに必要なパラメータを
検討し、震源モデルの特性化を行う。従来の速度構造モデルや必
要な微動観測などを行って、対象地域の地下速度構造モデルの高
度化をすすめる。これらの情報を組み合わせて、対象断層帯が活
動した場合の強震動予測を行い、地震動分布の特徴を調べる。

今年度の計画

近年発生している内陸被害地震の震源モデルを収集し、強震動
生成の観点に立った震源モデル特性化を行う。地下速度構造モデ
ル構築の基礎となった既存探査情報を集約するとともに、探査が
必要な地域（能登半島西岸方面、金沢地域等）において微動アレ
イ探査、単点微動調査を行う。対象地域における地震波形記録の
収集を行う。
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震源モデルの収集

強震記録を用いた震源インバージョン

2005年福岡県西方沖の地震のすべりモデルと
SMGAの比較(Suzuki and Iwata, 2006)

すべりの大きい領域、SMGAの地震規
模依存性（Suzuki and Iwata, 2006)

震源モデル特性化



地震基盤深度分布（J‐SHIS)

地下速度構造モデル

Vs30分布（J‐SHIS)

地下速度構造モデル
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大野盆地
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微動アレイ観測点

● 重力データ位置

日本海

九頭竜川

既往の福井平野の重力・微動アレ
イ観測（野口・他、2011）

地下速度構造モデル

大野盆地の微動観測，地下構造モデル（小嶋、2012）

地下速度構造モデル



小松市～能美市周
辺

羽咋市〜七尾市周辺

K‐NET, KiK‐net観測点の微地形
区分（先名・他、2008）

強震記録の収集

自治体震度計等観測地点
（福井県、石川県）

該当地域の自治体震度計データの収集を行い，強震データベース化を進める

→地下速度構造モデルの検証，改良
→強震動予測モデルの検証

▲K‐NET, KiK‐net
●気象庁震度計
■自治体震度計


